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４つの検索インターフェース

横断検索

構造検索（For Glycobiology）

構造検索(For GlycoChemistry)

統合検索

未公開

プロトタイプ版
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キーワード検索（横断検索）

• Cross search across various DBs

Establishing the ontology for glycan structure
Gathering glycan data based on the structure (taking up glycan having different names)
Organizing data for experiment
Classifying the data according to the application
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統合検索（開発中）

用語の種類（病名、局在、
機能などを分類して色分け
かレイヤー分けして表示す
る）

専門用語の整備
構文解析器を利用して論
文・特許から用語を抽出す
る。
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検索対象
・JCGGDB Alliance
・糖鎖関連ジャーナル
(Glycobiologyなど)
・特許

目標：糖鎖に関連した特許・論文・DBを統合検索できるようにする
現状：頻度計算を行うところに時間が掛り、作業中断。→DBCLSの山本さんに処理を
お願いすることにした
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専門用語と取得・対象ドキュメントの処理を終了。残りは頻度計算。



糖鎖構造検索

構造検索
(構造エディター)

完全一致検索
部分構造検索

各構造に関する情報（分子量・特徴的な構造・解析データ）
JCGGDBアライアンス先のWebサイトへリンク
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糖鎖化合物統合DB
(Chem informatics)

反応経路のDB
(JCGGDB)

糖鎖合成データベース

糖鎖構造DB
(AIST)

野口研究所
岐阜大学
その他の研究機関

産総研（JCGGDB）にて統合

単糖DB
（AIST）

GlycoGene
阻害剤DB(AIST)

JChem Base：構造検索エンジン

化合物DB
(JCGGDB)

検索可能

検索可能

整備中

反応経路のDB

化合物DB

データを移行する
仕組みを開発中

整備中

整備中

入力
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個別のDB開発



GlycoGene（GT,GH）阻害剤ＤＢ

• 論文から情報収集（現在：２８６エントリー）した。

– 阻害剤の名前、別名(略称) 、 IUPAC、論文
の情報、生物種、 GENE_ID、 ターゲットの
遺伝子名、 EC番号、 Ki（阻害定数）、 IC50（
50%阻害濃度）、阻害の様式、構造式、
CAS番号、日化辞（ＪＳＴ）、分子量

• 目標：Cheminformaticsのツールを用いて阻害剤
の構造を検索できるようにする

• 余力があれば：糖鎖関連遺伝子のＤＢとの連携予
定。糖転移酵素(GGDB)やグリコシダーゼＤＢと連
携可能
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GlycoGene
阻害剤DB(AIST)



２種類の構造検索

糖鎖構造DB

糖鎖の研究者 製薬・化学合成の研究者など

Full structure
Substructure
Super structure
Similarity

Full structure
Substructure
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GlycoPOD （実験プロトコル集）

– 目標：２ヶ年計画で１００以上のプロトコルを収集する。

– 現状：昨年度の５０プロトコルを近日公開する。今年度分の原稿を執筆依頼済み。12
月末日を目処に集まることになっている。
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協力：立命館大学・川嵜先生



オンラインリポート

• 公開済み http://jcggdb.jp/doc/
– N-結合型糖鎖

– 遊離糖鎖

– 糖タンパク質の品質管理

• 原稿依頼中・未公開
– ヘパリン、ヘパラン（硫酸）、コンドロイチン（硫酸）、デルマ
タン（硫酸）、ヒアルロン酸の合成経路について。→近日
公開

– ムチン関連：原稿依頼先選定中

– バイオシミラー：原稿依頼先選定中

– 糖タンパク質製剤：原稿依頼先選定中
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グリコシダーゼ基質特異性のデータベース

• ＧＧＤＢと同じよう
に論文で報告の
ある基質特異性
の情報を収集中

• 年度末までに公
開

共同開発：九州大学 伊東グループ
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糖鎖関連疾患と
その原因遺伝子のデータベース

• Glyco-Disease Genes Database
– 約80の病名を収録

– 原因遺伝子(糖鎖関連遺伝子)
– 専門家が書いた病態情報（日本語・英語）を収録

– 関連するJCGGDB Allianceへのリンク

• GlycoGeneDatabase（GGDB）
• Functional Glycomics with KO mice DB
• FlyGlycoDB

– 外部へのリンク

• OMIM
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病態
原因遺伝子の情報

病名リスト



Functional Glycomics
with Knockout mice Database

• 糖鎖関連遺伝子や糖タンパク質をノックアウトしたマウスのフ
ェノタイプ情報を充実させたいと要望があり。

• 現状：追加の登録作業中。英語と日本語の両方を収録する。

データ提供：名古屋大学・古川鋼一先生15

未公開



糖鎖遺伝子発現情報から糖鎖構造を
推測するシステム

• 発現量が著しく
変化する遺伝子
のパスウェイから
合成されうる部
分構造を推測す
るシステム

H22年度
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公開データベース
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アジア連携を視野に
～J→A～

中国
复旦大学
上海交通大学

ACGGDB

ヨーロッパ：EuroCarbDB
米国： Consortium for Functional Glycomics (CFG)

日本

アジア

台湾
中央研究院(Academia Sinica)

交渉予定
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